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失行型障害児の運動指導方法について

中　川　一　彦

An　intro砒ctiom1study　of　the　methoao1ogy　of　teachimg
　　　　　m0Yement’for趾e　apmxia　type　chi1肚cn

Kazuhiko　Nakagawa

　　Sin㏄in1935，Ingram　C．P．used　the　term　ofラ1ow1eamer　for　the　chi1dren　who　be1ong　to　the　zone

of　inte11ectua1border　Iin6，it　tums　to　the　great　educationa1prob1ems　that　how　we　can　deve1op　or

improve　the　abi1ities　of　chi1dren　with　leaming　disabi1ities．

　　Therefore，in　this　study，the　author　would1ike　to　introduce　the　difinition　of　the　c1umsy　chi1d，and

the　secand，to　sum　up　the　deve1opment　of　movement，and　the　last，to　forcus　on　the　movement

deve1opment　or　improvement　methods　of　the　c1umsy　chi1dren，that　is　to　say　the　apraxia　type　chi1dren

who　do　not　show　the　obvious　physica11y　or　menta11y　disfunction．

　　Then，the　auther　stressed　the　most　important　technique　to　improve　the　motor　abi1ities　of　those

chi1dren　is　the　reiηfocement　ofmaturation　ofthe　centra1nerve　system　function　by　the　fo11owing　order

of　them　as　norma1ones．

　I．はじめに
　イングラム（C，P．1ngram）が，1935年，sIow

1earnerという言葉を，いわゆる境界線（ボーダー

ライン）上にある子供達に用いて以来，学習障害

（1eamingdisabi1ities）を呈する子供達のことが

問題になり，論じられている。

　もちろん，平均あるいは平均以上の知的能力を

持つ子供でありながら，なぜこんなことができな

いのだろうと考えさせられる子供に遭遇すること

もある。

　そこで，ここでは，協調性を欠くことの多い，

特に障害を持たない子供達の運動指導方法につい

て考えてみることにする。

　II．不器用な子供達の定義

　不器用な子供達（c1umsychi1dren）という言葉

は，1961年，初めにワルトン（J．N．Wa1ton）に

よって用いられた。

　1962年，微細脳障害（minima1brain　dysfunc－

tion）という症候群が紹介されユ9〕。一般的知能は，

ほぼ平均あるいは平均以上にもかかわらず，中枢

神経のわずかな機能的偏位により，軽度から重度

に至る種々の程度の学習障害あるいは，ある種の

行動異常を呈する子供の存在が明らかにされた。

　1968年には，マイクルバスト（H．R．Myk1ebust）

が，心理神経学的学習能力障害（psychoneuro・

1ogica11earningdisabi1ities）という名称を用い，

精神発達遅滞，感覚器官の障害，精神医学的な障

害，そして強度の運動障害がないにもかかわらず，

学習する何んらかの能力に障害のある子供とした

のであった。

　そして，1975年，ガビー（S．Gubbay）は，いわゆ

る不器用な子供達を，身体的な障害を持たず，知

的にも正常で，体力（physica1strength），感覚

（sensation），そして協調性（coordination）にっ

いても，通常の検査の結果では，正常範囲にある

にもかかわらず，巧綴能力や合目的々運動遂行能

力に欠ける子供達としたのであった。

　この様な不器用さを示す神経学的専門用語に

は，失行症（apraxia）というものがあるが，これ
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概念→運動
（巧級運動）

概念→言語
（第2信号系）

知覚→概念

知覚

知覚→運動 反応
（自律一

運知→動覚

感覚→運動 反射
（第1一

図3　感覚・運動の発達

随意運動

（自律反応）

（第1信号系）

標や空間座標を構築するボディ・イメージ（body

image）の発達，言い換えれば，神経筋の機能が発

達し，運動機能の向上がみられるようになると言

えるのである。

　IV．運動機能と運動技能の発達

　例えば，水泳の指導でも，いきなり泳ぎを教え

るのではなく，水遊びから始めるように，運動機

能や技能の獲得には，変化と言われる発達がある。

　球技を例に，その指導計画との関わりにおける

行為の発展を，感覚・運動の発達（図3）に照らし

例示すると図4の様になる。

　一般に，この様な発達は，刺激を受信する器官

である受容器の機能的発達，つまり，感覚機能の

発達が初めにあって可能なことである。

　乳児は，感覚・運動，運動・知覚という粗大な

運動の発達過程で，特に，身体筋の運動感覚機能

（kinestetic　motor　sense）を高め，下肢につい

ては歩く技能を，上肢については指先つまみの技

能，言い換えれば，基礎的運動技能をほぼ2歳ま

でに完成させるのである。そして，この様にして

培った生得の反応は，筋力，柔軟性，持久性，協

調性，リラクセーション等と言われる運動の諸機

能を発達させながら知覚を育てることにより，ラ

テラリティ（1atera1ity）やバーティカリティ

（VertiCality）と言われる自己身体的概念として

の自己身体を中心にした，前後，左右という身体

座標軸や上下という身体座標軸を形成し，基本的

運動の技能を発達させるのである。野球を例に挙

げるならば，バッターボックスに立つ，バットを

持つ，バットを振る。バットで打つという様な運

動技能を5歳頃までに発達させながら，経験の要

約のようなものと言われたり，知識の総和と定義

される概念を育てることにより，ディレクショナ

リティ（directiona1ity）と呼ばれる空問概念を養

い，空間座標軸を形成するのである。その結果，

子供達は，手と目，手と手，足と目，足と足，手

と足等の関係の様に，自已身体を中心にした他と

の関係，具体的には，速さ，方向，位置等の解釈

が，良い姿勢で，正確に，早く，そして適応性に

豊んでできるようになり，運動技能を高めるので

ある。そして，この様な運動機能や技能の高まり

は，高次に発達した知覚運動技能を追求するス

ポーツ，例えば野球等を楽しめるようにしてくれ

るのである。（図5）

　ポディ・イメージと運動の出来ばえの関係を

みた極く簡単な例として，運動部に所属する普通

概念→運動 より正確に投げる等
　スポーツ（例，バスケツトボール）

概念 正確に投げる等
　　　軽スポーツ（イ列，ミニバスケットボール）

知覚→概念 投げる，渡す
ゲーム（例，ポートボール）

知覚 鵜る・押す・打つ・捕る 簡単なゲーム　（例，ドツチボール）

知覚→運動 さける，止める 空間的知覚行動

運動→知覚 転がす ボール遊び

感覚→運動 持つ→落とす ボールとの持触

感覚・運動の発達水準 　行　　　為

図4　球技の発達（例）

内　　　容
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10一　　　高次知覚運動機能の発達く→概念の発達

　　　　　　　　　↑

5－1O　　　　運動機能の発達

　　　　　　　　　↑

2－5　　　　運動機能の発達

　　　　　　　　　↑

O－2　　　　感覚機能の発達

年齢（歳）　　　機能の発達

く今directiona1ityの発達

÷÷1ate「ality　VertiCalityの発達

÷十Kinestetic　motor　senseの発達

　　body　imageの発達

←→　高次精神運動技能の発達

　　　　　　　　　↑

H　　　運動技能の発達
　　　　　　　　　↑

　　　　　基本運動技能の発達’■

　　　　　　　　　↑

H　　基礎的運動技能の発達
　　　　　　　技能の発達

図5　運動機能，body　image，運動技能の発達の相互関係

G
30m

G

20m

10m

　　　　S　　　1σ

位置感覚g優れた者

図6

2σ　　　　　　　　　　　　　　S　　　1σ　　　2σ

　　　　　　　　　　　　位置感覚の劣った者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1σ二151．5cm）

位置感覚と方向偏俺の方行性

の中学生を対象に，目かくしをし，立体で，腕を

他動的に斜め上方に挙上させ，10秒間記憶させた

後，10秒問の休息をはさんで，再度，元の位置ま

で自動的に挙上させるようにして位置感覚を検査

した。その結果，5度の正常範囲を越えた者が9

人中6人いた。そして，これら6人の中3人は，

求められた閉眼条件下における直進歩行に際し，

位置感覚の優れていた者に比し，その歩行の偏侍

性が大きく，一様の方向性を認め難かった36〕。

（図6）

　この様に，より高次の認知水準は，感覚機能の

神経生理学的成熟と知覚弁別力の発達を基盤と

し，更に，空問における感覚運動的経験や知覚的

’経験に基づく，自已身体的な方向基準が形成され，

更に，思考の発達に基づく，言語概念や空問座標，

言い換えれば，空間概念の形成によって達成され

ると考えることができるのである。（図7）

　V．不器用な子供の評価と運動指導方法

　ひとりひとりの運動技能を，その能力に応じ，

その到達可能な最高水準にまで発達させるために

は，不器用な子供が，何故失敗するのか，何故や

らないのか等を知るための評価と，指導の結果を

知るための評価が必要であり，失敗しないように，

積極的に楽しく運動をするように，個々の特別な

問題を満たす指導の内容を定めること，そして，

それらを生かす具体的な指導の方法（手錬）の3

つが一貫したものとして揃うことが大切である。



一39一

10歳以上　　　概念の発達

　　　　　　　　↑

　　　　空問座標5－10歳
　　　　　　空問概念の形成

　　　　　　　　↑

　　　　　言語概念の形成

　　　　　　　　↑←………

　　　　　自己体的概念2■5歳　　　（身体座標軸）の形成

　　　　　　　　↑

O－2歳　　　知覚弁別力の発達

　　　　　　　　↑←………

誕　生　　神経生理学的成熟

知覚運動経験

感覚運動経験
や知覚経験

図7　ボディ・イメージの形式過程

　1．評価について

　運動機能，ボディ・イメージ，そして運動技能

の発達の相互関係（図5）に示した様に，高次精

神運動技能の発達は，感覚機能の発達があって，

具体化されるものであるから，評価は，感覚機能

の発達，運動機能の発達，そして運動技能の発達

それぞれが対象とならなければならない。

　この様にして，下位機能の異常を明らかにする

ことができたとき，初めて，ひとりひとりの子供

に適した指導計面がたてられることになるのであ

るが，その絶対的評価の方法は，今だ確立したも

のとなっていないのが現状である。

　カニンガム（C．Cu血ningham）等によれば，感

覚機能発達の評価は，各個の適応行動を評価する

ものであり，その項目としては，眼識（視覚識別

力），手の操作能力，空問注意カ，記憶力，探索カ，

問題解決能力，模倣能力，識別力，目と手の協調

性等がその内容となっているが，欧米諸国におい

て広く用いられているものは，フロスティッグ

（M．Frostig）の視知覚発達検査であろう。

　この検査は，視覚と運動の協応，図形と素地，

形の恒常性，空問における位置，空問関係を評価

するものであり，わが国においても，その標準化

が完成し，日本版14）の普及をみているのである。

（図8）

　運動機能発達の評価は，一般に，各器官の機能

と基礎的運動の要素を評価しようとするものであ

るが，その項目としては，筋力，瞬発力（パワー），

筋の持久性，呼吸循環系の持久性，柔軟性，速度

（スピード），協応性，平衡性，敏捷性等がその内
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図8　Frostig視覚認知発達テスト

容となっている。そして，これらの評価は，．機能

の測定と運動の形式による評価とによってなされ

ているが，わが国では，体力診断テスト，運動能

カテストとして広く用いられているものであ
る20〕。

　ところで，不器用な子供達の不器用さの因子で

ある神経学的微症状（soft　neuro1ogica1
SignS）21・34・35）は，この様な一般的検査で発見する

ことが困難なことが多いので，申枢神経系反射発

達検査9）を実施し，反射発達の成熟を評細に観察

記録することが大切である。（図9）

　運動技能発達の評価は，運動機能を検査する走

などの運動能カテストの項目で，良い姿勢で，正

確に，早く，そして適応性に豊んでに集約される

運動技能を評価することが可能であるが，基本的

には，マイルストーン（mi1eStOne）に添って，乳

児が，走るようになるまでの粗大運動の発達

（gross　motor　deveIopment）と，栂指と小指を

対立させたり，両足を揃えて立ったりするまでの
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例：逆　上　り

統合されていない　　　　　　　統合されている
（対称性緊張性頚反射の出現）

　　　　　　図9　反射発達の成熟

微細運動の発達（ine　motor　deve1opment）につ

いて確認することであり，また，わが国では，ス

ポーツバッジテストとして実施されている，いわ

ゆるスポーツスキルテスト20〕を行うこと等に

よって実施できるのである。

　2．内容について
　感覚機能を高め，運動技能を獲得させ，運動の

一機能を高めるためには，基礎的運動技能を高め，

種々の基本的運動の技能を高め，その基本的運動

の技能を組み合わせたゲームやスポーツ的技能を

発達させ，ついには，運動競技（sports）の技能に

まで高めることが必要なのである。

　この運動競技の技能は，運動競技が遊戯から生

まれたものであるように，例えば，図4の様に，

遊びの発達段階に応じた指導内容を，子供達に応

じ用意することによって養われるのであり，指導

の内容，つまりカリキュラムは，子供達の発達段

階に照らし，発達の時期に，発達に即した内容を

用意することが望まれるのである。

　3．手錬について
　指導の具体的方法は，評価と評価の結果，ひと

りひとりの子供が失敗しないように，個々の特別

な問題を満たすことのできる指導の内容によって

決定されると言っても過言ではないが，具体的指

導は，まず子供の発達に合わせ，年齢にふさわし

い技能を正しく身に付けさせることを目標にする

ことが大切であり，このためにも，早期からの指

導が望まれ，重要となってくるのである。

　また，運動の出来ばえ（performance）は，過去

の経験と動機付けによって規定されると考えるこ

とができるので，環境の設定と誘い，正しい励ま

しや助言が必要欠くべからざるものとなってくる

のである。

　それぞれの子供にふさわしい，その活動を勇気

付け，成功させるような“正”の強化は，広がり，

他に影響を与え，このことが増強され，繰り返え

』’・供：　l1己認知　、　　　　　　」・l1
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　　　図10発達と行動変容のフィードバック

されることによって，できなかったものができる

ようになり，また，上手になり，子供自身が変容

をとげることになるのであるが，つまるところ，

この様な指導は，全て，評価を根幹とするもので

あり，言い換えれば，“知ること”から始まるので

ある。（図10）

　W，ま　とめ
本論文では，目に見えるいわゆる障害を持たない

不器用な子供，言い換えれば失行型障害児に対す

る運動指導の方法として，段階的に，中枢神経系

の成熟を援助することが大切であることを中心

に，その指導方法に関する知見を紹介してきた。

　今後，この様な子供達に対する運動指導の経験

を増やし，機会を得て，公にしていきたいと考え

ている。
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